
2008/09/29 全国保育協議会 

保育所の現状、課題と方策 

～全保協「全国の保育所実態調査」2008 年 5 月より～ 

（認可保育所 11,605 か所より回答 (回収率 56.3％)） 

１．保育所、幼稚園等の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．保育所の現状と課題、今後の方向性 

(1) 地域格差の進行：２極化する保育所の定員                                               

 人口規模の少ないところは定員の小規模な保育所が多く、人口の多い地域ほど大規模定員である。 

 運営主体も、人口規模の少ない地方部は公営保育所が多く、人口の多い地域は民営保育所が多い。 

⇒ 地域格差が進む中で、待機児童の多い都市部だけではなく、過疎地域など地方部における地域の拠点

としての保育所の維持に配慮した制度設計・アクセスの保障が必要である。 

⇒ たとえば、地方部においては、保育所の分園化や小規模・多機能保育所の制度化と拠点化、保育士確

保の対策に対する配慮、財政支援が必要。また同じく、都市部においても子どもの育ちに望ましい環

境を整備していく視点から、保育所の分園化や小規模・多機能化が必要である。 

⇒ 待機児童対策を優先して、定員の弾力化運用を行うことによる、保育環境の劣化（保育士等職員配置、

保育の最低基準の確保・園庭等の条件）の防止・検証が不可欠である。 

⇒ さらに、子どもの育ちに必要な観点から、認可外保育所や企業内保育所等の環境と運営（委託・運営

形態、人員体制、財源・経営、情報開示等）の課題を検討・検証する必要がある。 

◎認可保育所 202万人（過去最高） 

 園数 22,909か所 （＋61か所）  

◎幼稚園 167万人（過去最高Ｓ53：249.8万人） 

 園数 13,626か所 （－97か所） 

◎認定こども園    

229か所 

●ベビーホテル       

1,566か所（-54） 約3万人  

●認可外保育所  

  5,683か所（+125）約15万人 ●事業所内保育施設 

3,441か所 約4.7万人

●子育てＮPO 

  10,504団体 

預かり保育 

 71.7％実施 
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